
（秋田県）

持
続
可
能
な
未
来
の
礎
は 

先
人
が
築
き
継
承
し
た
わ
が
風
土

　

秋
田
県
南
東
部
に
広
が
る
横
手
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
周
囲
を
大
仙
市
、
由
利
本
荘
市
、
湯
沢

市
な
ど
と
接
す
る
横
手
市
は
、
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
10
月
１
日
、
旧
横
手
市
お
よ
び
旧
平
鹿
郡
増
田

町
・
同
平
鹿
町
・
同
雄
物
川
町
・
同
大
森
町
・
同
十

文
字
町
・
同
山
内
村
・
同
大
雄
村
の
１
市
５
町
２
村

の
合
併
に
よ
り
、
新
生
横
手
市
と
し
て
の
歩
み
を
開

始
。
令
和
７（
２
０
２
５
）年
10
月
１
日
に
は
新
市
誕

生
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

合
併
時
の
人
口
は
10
万
３
６
５
２
人
（
※
平
成
17

年
国
勢
調
査
）、
面
積
は
６
９
２
・
80
㎢（
旧
横
手
市

は
１
０
９
・
78
㎢
）
に
拡
大
し
た
が
、
合
併
前
か
ら

続
く
人
口
の
漸
減
傾
向
は
そ
の
後
も
同
様
で
、
本
年

８
月
１
日
現
在
で
は
７
万
５
５
４
３
人
と
な
っ
て

い
る
（
現
横
手
市
エ
リ
ア
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
昭
和

30
／
１
９
５
５
年
の
約
14
万
６
０
０
０
人
）。

　

秋
田
県
は
近
年
、
47
都
道
府
県
の
中
で
最
も
人

口
減
少
率
が
高
い
県
と
さ
れ
、
本
年
８
月
１
日
に

発
表
さ
れ
た
「
秋
田
県
の
人
口
と
世
帯
／
月
報
」
に

よ
れ
ば
、
県
全
体
の
総
人
口
は
86
万
３
５
８
６
人
。

こ
れ
は
47
都
道
府
県
の
う
ち
39
位
に
相
当
す
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
横
手
市
は
県
都
・
秋
田
市

（
28
万
９
１
４
３
人
／
本
年
８
月
１
日
現
在
）
に
次

ぐ
人
口
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
部
大
都
市
圏
以

外
の
全
国
ほ
と
ん
ど

の
都
市
と
同
様
、
前
述
の
よ
う
に
、
自
ら
も

長
期
的
な
人
口
減
少
の
流
れ
の
渦
中
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
成
25（
２
０
１
３
）年
10
月
20
日
に
、

故
郷
・
旧
十
文
字
町
の
町
議
（
１
期
）
と
合
併
後
の

横
手
市
議
（
２
期
）
を
経
て
、
秋
田
県
内
の
首
長
と

し
て
は
当
時
最
年
少
の
37
歳
で
市
長
選
に
初
当
選

し
、
本
年
で
４
期
14
年
目
を
迎
え
た
髙
橋
大
横
手

市
長
は
、
い
た
っ
て
意
気
軒
高
だ
。

市 政 ル ポ 横
よ こ て

手市

髙
たかはし

橋 大
だい

横手市長

発
展
の
基
盤
は
無
限
の
価
値
を
持
つ
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
!!

産
業
振
興
＋
環
境
調
和
の
暮
ら
し
が
育
む
未
来
へ
の
灯

市制施行20周年記念イベントの一環として令和7年9月に行わ
れた「全力！よこて祭り」。盛大なフィナーレの模様

横手城址のある朝倉山の脇を通り横手市街を流れる横手川。
晴れた日には鳥海山が望める
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「
人
口
減
少
率
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
田
県

は
近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
部
門
で
の《
ワ
ー
ス
ト
１
》が

あ
る
と
、
世
間
で
は
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
最
低
賃
金
、

商
業
地
・
住
宅
地
・
工
業
地
の

地
価
な
ど
が
、
全
国
の
最
下
位

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、

熊
の
出
没
件
数
は
全
国
有
数
で

す（
笑
）。　

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
事
象
は
現

代
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
の
価
値

観
を
反
映
し
た
ワ
ー
ス
ト
評
価

で
あ
り
、
危
機
感
は
も
ち
ろ
ん

持
つ
べ
き
で
す
が
、
や
み
く
も

に
卑
下
す
る
必
要
は
な
い
。
例

え
ば
人
が
少
な
い
せ
い
か
、
秋

田
県
は
交
通
事
故
も
犯
罪
件
数
も
少
な
い
。
秋
田
県

民
は
教
育
に
あ
ま
り
金
を
か
け
な
い
と
い
う
調
査
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、
小
中
高
生
の
学
力
テ
ス
ト
は
常

に
全
国
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
秋
田
県

の
子
ど
も
た
ち
は
塾
に
あ
ま
り
行
か
ず
に
、
伸
び
伸

び
と
育
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
横
手
市
の
現
況
と
も
重

な
り
ま
す
。

　

周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
横
手
市
に
は
先
人
た
ち
が

営
々
と
築
い
て
く
れ
た
四
季
折
々
の
美
し
い
田
園
風

景
が
、
今
も
当
た
り
前
に
あ
る
。
そ
う
し
た
里
山
は

食
の
天
然
素
材
の
宝
庫
で
、
清
れ
つ
な
水
や
内
陸
盆

地
特
有
の
１
日
の
寒
暖
差
は
、
酒
や
み
そ
な
ど
の
醸

造
に
適
し
て
お
り
、
横
手
市
を
発
酵
食
品
の
伝
統
的

先
進
地
に
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

豪
雪
地
帯
な
の
で
、
冬
の
雪
か
き
は
大
変
で
す
。

し
か
し『
か
ま
く
ら
』な
ど
の
詩
情
あ
ふ
れ
る
雪
遊
び

や
、
日
本
の
原
風
景
と
さ
れ
る
伝
統
行
事

の
数
々
を
生
み
出
す
な
ど
、
日
常
生
活
が

癒
や
し
の
要
素
に
満
ち
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
魅
力
は
価
値
の
数
値

化
が
難
し
い
。
測
定
不
可
能
な
プ
ラ
イ
ス

レ
ス
の
『
魅
力
』
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
他

の
地
域
と
背
比
べ
の
よ
う
な
比
較
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
は
、
胸
を
張
っ
て
自
慢
で
き
る
地
域
資

源
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
地
域
財
産
で
も
あ

り
ま
す
」

　

折
し
も
、
取
材
（
本
年
７
月
28
日
）
の
た

め
訪
れ
た
横
手
市
は
、
57
年
ぶ
り
に
夏
の

甲
子
園
出
場
を
決
め
た
秋
田
県
立
横
手
高

校
の「
快
挙
」の
話
題
で
持
ち
き
り
だ
っ
た
。

　
「
創
立
１
３
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
横
手
高
校
は
、

県
内
有
数
の
進
学
校
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
得
意
な

地
元
の
子
た
ち
は
、
他
県
の
ス
ポ
ー
ツ
有
名
校
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
常
態

で
し
た
。
だ
か
ら
横
手
高
校
の
現
在
の
野
球
部
員

は
、
地
元
の
中
学
校
出
身
の
生
徒
た
ち
の
集
団
と
い

え
ま
す
。

　

そ
ん
な
横
手
高
校
が
成
し
遂
げ
た
快
挙
は
、
倦う

ま
ず
に
正
し
く
頑
張
り
続
け
れ
ば
目
標
は
達
成
さ

れ
る
と
い
う
理
こ
と
わ
りを
体
現
す
る
も
の
で
、
私
が
そ
う

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を
野

球
に
移
し
替
え
、
示
し
て
く
れ
た
貴
重
な
事
例
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
上
、
甲
子
園
で

１
勝
で
も
し
て
く
れ
た
ら
、
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」（
髙
橋
市
長
）

　

横
手
高
校
は
残
念
な
が
ら
１
回
戦
で
姿
を
消
し

た
。
し
か
し
、
公
立
進
学
校
の
「
快
挙
」
は
全
国

ニ
ュ
ー
ス
を
に
ぎ
わ
せ
、
同
時
に
「
市
民
に
爽
や
か

な
感
動
と
未
来
へ
の
希
望
の
灯
を
と
も
す
出
来
事
」

この夏の横手市は「祝・57年ぶり甲子園出場 横手高校」という歓喜の声
がこだました（横手市生涯学習館Ao-naロビーを2階図書館から撮影）

約450年前から行われているとされる横手の「かまくら」は毎年2月中旬の
小正月の伝統行事

市域北部の朝倉山には明治元年の戊辰戦争で落城するまで横手城があっ
た。写真は二の丸跡地に築かれた横手公園展望台（内部は資料館）

横手市

秋田市
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と
も
な
っ
た
。

　

横
手
市
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
測
定
可
能
な
魅
力

（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）」
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、

東
北
中
央
自
動
車
道（
横
手
Ｉ
Ｃ
）、
秋
田
自
動
車
道

（
横
手
Ｉ
Ｃ
）お
よ
び
国
道
13
号
・
横
手
バ
イ
パ
ス
な

ど
、
重
要
幹
線
道
路
が
交
差
す
る
交
通
環
境
の
良
さ

や
豊
富
な
水
資
源
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
横
手
市
に
は

五
つ
の
工
業
団
地
が
立
地
。
自
動
車
関
連
産
業
、
輸

送
用
機
械
製
造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

な
ど
を
中
心
に
企
業
の
集
積
が
進
み
、
貴
重
な
雇
用

の
場
を
形
成
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
旧
横
手
市
・
増
田
町
・
十
文
字
町
の
各

地
域
な
ど
、
近
世
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
城
下
町
、

あ
る
い
は
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
集
散
地
と
し
て
の
に

ぎ
わ
い
を
継
承
し
て
き
た
商
業
集
積
の
地
は
、
今
後

の
振
興
策
の
必
要
性
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
に
せ
よ
、

横
手
市
に
「
農
・
商
・
工
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
基
盤
を
、

今
も
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
も
人
口
減
少
が
続
く
一
つ
の
背
景
に
、
若

者
た
ち
の
止
ま
ら
な
い
流
出
現
象
が
あ
る
。
秋
田

市
・
大
仙
市
・
由
利
本
荘
市
な
ど
県
内
の
人
口
上
位

都
市
の
中
で
も
、
横
手
市
の
15
歳
～
24
歳
の
社
会
減

は
人
口
比
で
群
を
抜
い
て
い
る
。
県
内
の
自
治
体
で

は
大
学
進
学
率
が
高
い
横
手
市
に
は
、
大
学
が
立
地

し
て
お
ら
ず
、
進
学
や
就
職
の
た
め
他
県
に
流
出
す

る
若
者
た
ち
が
多
い
の
だ
。

　
「
そ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
な
る
べ

く
自
然
な
形
で
人
口
減
少
を
抑
制
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
人
口
増
だ
け
を

意
識
し
た
施
策
を
強
行
す
る
よ
り
、
ま
ず
足
元
に
停

滞
す
る
根
本
的
な
課
題

を
着
実
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
一
つ
ず
つ

解
決
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

横
手
市
に
と
っ
て
、

地
元
に
し
か
な
い
価
値

測
定
の
不
可
能
な
数
々

の『
魅
力
』は
地
域
愛
の

土
壌
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
近
未

来
を
構
築
す
る
上
で
、

そ
れ
を
人
口
流
出
率
の

高
い
若
者
た
ち
に
周
知

す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
た
だ
、
そ
の『
魅
力
』は
、
実
の
伴
っ

た
行
財
政
改
革
や
地
域
振
興
策
の
積
み
重
ね
の
上
で

初
め
て
輝
き
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で

す
。
行
政
が
自
ら
に
痛
み
の
伴
う
改
革
を
せ
ず
夢
だ

け
語
っ
て
も
、
市
民
は
納
得
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
最
初
の
市
長
選
は
接
戦
だ
っ
た
せ
い
か
、

私
の
そ
う
し
た
方
針
に
必
ず
し
も
賛
成
で
な
い
議

員
や
職
員
も
、
当
初
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
目
の
前
を
ふ
さ
ぐ
壁
を
と
に
か

く
一
つ
ず
つ
打
ち
壊
す
気
持
ち
で
、
懸
命
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
６
次
産
業
化
や

ブ
ラ
ン
ド
化
、
製
品
を
消
費
者
に
提
供
す
る
ま
で
の

流
れ
を
一
貫
体
制
と
す
る
た
め
、
既
存
の
産
業
経
済

部
か
ら
農
業
分
野
を
独
立
さ
せ
て
、
農
林
部
を
設
置

し
た
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
顔
や
声
を
直
接
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
現
在
の
本
庁
舎
に
執
務
室

を
移
動
し
ま
し
た
」（
髙
橋
市
長
）

　

さ
ら
に
、
旧
市
町
村
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振

興
を
担
う
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
」
を
設
置
す
る
な

ど
、
合
併
後
の
肥
大
化
し
た
組
織
の
改
革
や
、
市

民
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
体
制
を
整

備
し
た
。

全
世
代
を
引
き
付
け
る
交
流
拠
点 

新
感
覚
の
駅
前
公
共
施
設

　
「
農
林
部
で
は
、
農
業
政
策
や
産
業
振
興
を
図
る

部
署
に
加
え『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
』や『
地
域
価

値
創
造
戦
略
室
』
を
新
設
し
ま
し
た
。
作
物
を
作
る

横手市生涯学習館Ao-na。1階は市民交流拠点のコミュニティスクエア。
ガラス壁の向こうは軽いスポーツを楽しめるアクティブエリア
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横手市　市 政 ル ポ

（秋田県）

だ
け
で
な
く
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
合
理
的
で
『
稼
げ
る
農

業
経
営
』
の
浸
透
を
目
指
し
、
横

手
市
農
業
の
産
地
と
し
て
の
価
値

を
よ
り
高
め
る
べ
く
、
試
行
錯
誤

や
育
成
の
場『
実
験
農
場
』も
設
置

し
ま
し
た
」（
髙
橋
市
長
）

　

横
手
市
の
農
業
は
現
在
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
・
促
進
の

フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
省
力
化
と
稼

げ
る
農
業
の
構
築
を
図
っ
て
い

る
。
人
材
育
成
に
関
し
て
も
実
験

農
場
を
含
む
「
横
手
市
園
芸
振
興

拠
点
セ
ン
タ
ー
」内
に「
よ
こ
て
農

業
創
生
大
学
校（
研
修
期
間
２
年
）」を
運
営
。
野
菜

や
花か

き卉
類
な
ど
、
利
益
率
の
比
較
的
高
い
作
物
を

中
心
に
、
基
本
的
な
農
業
技
術
を
徹
底
指
導
す
る

な
ど
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
の
改
革
は
静
か

に
進
み
つ
つ
あ
る
。
林
業
に
つ
い
て
も
振
興
に
不

可
欠
な
林
道
改
良
事
業
、
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
長
寿
命
化
事
業
、

民
有
林
の
整
備
育
成
事
業
（
再
造
林
）
な
ど
の
周
辺

整
備
の
推
進
を
は
じ
め
、
基
盤
再
強
化
へ
の
着
実

な
動
き
が
目
立
つ
。

　
「
地
域
の
持
つ
測
定
不
可
能
な
魅
力
を
磨
き
上

げ
、
若
者
を
中
心
に
全
世
代
に
周
知
す
る
仕
組
み

づ
く
り
」
に
つ
い
て
も
、
足
元
に
横
た
わ
る
課
題
解

決
へ
の
努
力
と
並
行
し
な
が
ら
、
髙
橋
市
長
は
就

任
当
初
か
ら
着
手
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
東
口
前
に
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
７
月
に
完
成
し
た
「
横
手
市
生
涯
学

習
館
Ａ
ｏ-

ｎ
ａ
／
ア
オ
ー
ナ（
地
上
４
階
）」と
、
Ｊ

Ｒ
横
手
駅
西
口
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
の
赤
坂
総
合
公

園
内
に
本
年
６
月
に
完
成
し
た
「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ア

リ
ー
ナ
横
手（
横
手
市
立
体
育
館
）／
※
市
内
に
立
地

す
る
イ
リ
ソ
電
子
工
業
株
式
会
社
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
」
な
ど
の
公
共
施
設
が
持
つ
斬
新
で
多
彩
な
ス

ペ
ッ
ク
に
、
髙
橋
市
長
の
目
指
す「
仕
組
み
づ
く
り
」

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ど
ち
ら
も
全
世
代
の
市
民
が
利
用
可
能
な
交
流

施
設
だ
が
、
就
任
直
後
に
計
画
を
打
ち
出
し
た
際

に
は
「
議
会
か
ら
も
強
く
反
対
さ
れ
、
10
年
以
上
も

の
紆
余
曲
折
」（
髙
橋
市
長
）を
経
た
難
産
の
末
に
誕

生
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
Ａ
ｏ-

ｎ
ａ
は
、
現
在
進
行
中
の
「
横

手
駅
東
口
第
二
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

（
令
和
２
／
２
０
２
０
年
～
令
和
９
／
２
０
２
７

年
）」の
Ａ
街
区
と
し
て
建
設
さ
れ
た
複
合
施
設
だ
。

　

同
再
開
発
事
業
で
は
、
そ
の
他
、
各
種
民
間
施

設
や
中
高
層
住
宅
な
ど
を
軸
と
す
る
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

街
区
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
全
街
区
の
竣
工
も
間

近
だ
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
地
区
に
は
、
完
成
済

み
の
「
横
手
駅
東
口
第
一
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
／
愛
称
・
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
」も
あ
る
。

　
「
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
」
に
は
民
間
商
業
施
設
棟
の

ほ
か
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
開
館
し
た
公
共

施
設
棟
「
横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー
／
ニ
ッ
パ
ツ
Ｙ
２

（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ
／
地
上
４
階
」が
あ
っ
て
、
Ａ

ｏ-

ｎ
ａ
と
連
携
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
東
口
前
を

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
交
流
空
間
と
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　
「
ニ
ッ
パ
ツ
Ｙ
２
ぷ
ら
ざ
／
※
市
内
に
立
地
す
る

日
本
発
条
株
式
会
社
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
に

は
、
現
在
、
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
、
横
手
市
児
童

セ
ン
タ
ー
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
悩
む

児
童
・
生
徒
の
た
め
の「
こ
ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
」

の
ほ
か
、
起
業
支
援
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
な
ど
の
役
割
を
担
う
「
Ｂ
ｉ
ｚ
サ
ポ
ー
ト
よ
こ

て
」、
市
民
の
健
康
増
進
に
資
す
る
「
健
康
の
駅
よ

こ
て
東
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
入

居
。
秋
田
資
本
の
ス
ー
パ
ー
（
商
業
棟
）、
各
種
テ

ナ
ン
ト
が
入
居
す
る
店
舗
棟
な
ど
と
共
に
交
流
空

間
を
構
築
し
て
い
る
。

　

Ａ
ｏ-

ｎ
ａ
の
２
・
３
階
に
は
、
生
涯
学
習
館
に

ふ
さ
わ
し
く
横
手
図
書
館
が
入
居
。
２
階
部
分
は

一
般
図
書
フ
ロ
ア
だ
が
、
勉
強
や
情
報
検
索
な
ど

「横手やきそば」の名店群が出店する「横手やきそばフェスティバル」には全国か
らファンが大集合（2026年フェスティバルの模様）

ニッパツY2ぷらざ内「横手市児童センター」は横手市の子育て支援拠点施
設。専任職員があらゆる子育て相談に応じる（写真は大型遊具を備えた遊
戯室）
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に
集
中
で
き
る
「
し
ず
か
な
部

屋
」と
、
平
成
７（
１
９
９
５
）

年
開
館
の
「
横
手
市
増
田
ま
ん

が
美
術
館
」（
増
田
地
域
）と
連

携
し
た
「
マ
ン
ガ
コ
ー
ナ
ー
」

の
存
在
な
ど
が
若
者
た
ち
に
人

気
だ
。
３
階
は
全
体
が
児
童
図

書
フ
ロ
ア
で
、
子
ど
も
や
親
子

連
れ
が
気
軽
に
読
書
を
楽
し
め

る「
お
は
な
し
の
へ
や
」な
ど
が

あ
り
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
と
し

て
使
え
る
屋
外
デ
ッ
キ
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
エ
ア
）
に
は
、
適

度
な
音
量
な
ら
楽
器
演
奏
も
可
能
な
ス
タ
ジ
オ
の

ほ
か
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
リ
ア
（
屋
内
外
）
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

交
流
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
体
育
館 

シ
ン
・
十
文
字
拠
点
基
本
構
想

　
「
Ａ
ｏ-

ｎ
ａ
は
市
立
図
書
館
を
軸
に
し
た
生
涯

学
習
館
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
物
音
を
立
て
た
だ
け

で
注
意
さ
れ
る
よ
う
な
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
施
設

を
目
指
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
Ａ
ｏ-

ｎ
ａ
の
１
階
は

市
民
交
流
の
場
（
ロ
ビ
ー
）
で
、
吹
き
抜
け
構
造
の

た
め
２
階
の
図
書
館
が
見
上
げ
ら
れ
、
図
書
館
か

ら
は
１
階
ロ
ビ
ー
の
様
子
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ロ
ビ
ー
の

に
ぎ
わ
い
空
間
と
、

本
来
静せ
い
ひ
つ謐

が
基
本
と

さ
れ
る
図
書
館
空
間

が
縦
位
置
に
同
居
し

て
、
自
由
に
行
き
来

で
き
る
。
こ
ん
な
構

造
は
非
常
識
と
す
る

意
見
も
計
画
当
初
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
若
者
た
ち
を
中

心
と
し
た
全
世
代
の

市
民
へ
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど

を
強
く
反
映
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
お
り
、
実
際
に
利
用
す
る

市
民
か
ら
は
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」（
髙

橋
市
長
）

　

Ｊ
Ｒ
横
手
駅
東
口
前
に
は
元
々
、
総
合
病
院
や

大
型
商
業
施
設
が
あ
っ
た
が
、
郊
外
へ
の
移
転
や

撤
退
が
相
次
ぎ
、
空
洞
化
が
進
ん
だ
。
市
街
地
再

開
発
の
背
景
に
は
国
道
13
号
・
横
手
バ
イ
パ
ス
や

秋
田
自
動
車
道
の
開
通
後
に
激
化
し
た
「
郊
外
へ
の

商
圏
移
動
」
と
い
う
、
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
が

あ
っ
た
の
だ
。

　
「
横
手
駅
東
口
の
二
つ
の
市
街
地
再
開
発
事
業

は
、
駅
前
の
空
洞
化
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
横
手

市
を
代
表
す
る
玄
関
口
・
横
手
駅
周
辺
を
再
活
性

化
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
の
新
た
な
礎
に
す
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
通
学
に
鉄
道
を
最
も
利
用
し

て
い
る
高
校
生
た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
、

全
世
代
の
地
域
愛
を
醸
成
す
る
空
間
づ
く
り
事
業

と
し
て
も
企
画
さ
れ
ま
し
た
」（
髙
橋
市
長
）

　

ま
た
、
二
つ
の
ア
リ
ー
ナ
（
第
１
ア
リ
ー
ナ
は
最

大
５
０
０
０
人
収
容
可
能
）
を
は
じ
め
、
体
育
館
に

望
め
る
機
能
や
設
備
が
全
て
そ
ろ
っ
た
感
の
あ
る

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
横
手
は
、
会
議
室
や
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
と
同
じ

素
材
を
使
用
し
た
全
長
50
ｍ
の
走
れ
る
廊
下
、
１
周

２
７
０
ｍ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス（
廊
下
）、
ボ
ー
ル

を
自
由
に
ぶ
つ
け
て
も
よ
い
外
壁
や
、
ダ
ン
ス
練
習

に
も
使
え
る
鏡
面
ガ
ラ
ス
付
き
の
壁
の
あ
る
屋
外
の

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
、
内
側
も
外
側
も
、
建
物
全

体
を
フ
ル
活
用
で
き
る
の
が
特
徴
的
だ
。

　

取
材
時
点
で
は
、
７
月
１
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

バスケットボールもバレーボールも3面同時に取れるIRISOアリーナ横手の第1
アリーナ。最大5000人の観客が収容可能

「IRISOアリーナ横手」のキャッチフレーズは「こころとからだ まちを動かす交
流拠点」。横手市の新たなランドマークだ

『釣りキチ三平』の作者・矢口高雄さん（増田町出身）が初代名誉館長を務めた「横
手市増田まんが美術館」。膨大な原画コレクションでも知られる
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（秋田県）

プ
ン
か
ら
よ
う
や
く
１
カ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
。
し
か
し
、
各
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で

毎
夏
に
開
催
さ
れ
、「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」

の
異
名
を
持
つ
大
イ
ベ
ン
ト
「
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
」
の
第
50
回
記
念
大
会
「
あ
き
た
総
文

２
０
２
６
」
の
主
要
会
場
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
で
早
く
も
大
に
ぎ
わ
い

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　
「
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
開
催
か
ら
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
至
る
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
る
ほ
か
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
る
利
用
者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
各
種
設
備
も

完
備
し
た
、
か
な
り
画
期
的
な
体
育
館
」
と
髙
橋
市

長
が
自
負
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ペ
ッ
ク
が
目
を

引
く
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
横
手
市
で
は
現
在
、

髙
橋
市
長
が
就
任
以
来
尽
力
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
振
興
策
、
既
存
の
地
域
資
源
（
財
産
）
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
若
者
の
人
口
流
出
を
抑
制
す

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
の
「
結
果
」
が
徐
々
に
表
れ

出
し
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ

れ
る
。

　

同
時
に
、
本
欄
が
「
今
後
の
展
開
」
に
注
目
し
た

い
も
う
一
つ
の
施
策
に
「
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
基
本

構
想
」
が
あ
る
。
現
横
手
市
の
中
心
市
街
地
は
、
市

域
中
央
部
の
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
を
中
心
と
す
る
横
手
地

域
（
旧
横
手
市
中
心
部
）
で
あ
り
、
十
文
字
地
域
は

増
田
地
域
な
ど
と
共
に
市
域
南
部
の
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
増
田
地
域
に
は
、
中
世
以
来
の
歴
史

を
持
つ
「
増
田
の
町
並
み
（
横
手
市
増
田
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
／
中
七
日
町
通
り
／
現
県
道

１
０
８
号
線
）」
が
健
在
。
酒
造
業
で
栄
え
、
北
都

銀
行
の
前
身
・
羽
後
銀
行
の
発
祥
地
で
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
近
代
に
は
県
内
有
数
の
商
業
地
を
形
成

し
て
い
た
。

　

こ
の
増
田
地
域
の
西
側
に
位
置
し
、
増
田
街
道
で

結
ば
れ
る
十
文
字
地
域
は
、
羽
州
街
道
と
増
田
街
道

が
十
文
字
に
交
わ
る
こ
と
か
ら
そ
の
地
名
が
生
ま
れ

た
。
そ
の
た
め
十
文
字
地
域
は
、
特
に
近
世
以
降
、

人
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
集
散
す
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

き
た
。

　

現
在
も
東
北
中
央
自
動
車
道
、
国
道
13
号
、
国

道
３
４
２
号
、
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
（
十
文
字
駅
）
な
ど

に
よ
り
、
岩
手
県
内
陸
部
や
宮
城
県
沿
岸
部
な
ど

と
も
直
結
す
る
交
通

の
要
衝
で
、
地
域
内
に

は「
道
の
駅
十
文
字
」も

あ
る
。
髙
橋
市
長
は

こ
の
十
文
字
地
域
を
、

改
め
て
横
手
市
の
南

の
玄
関
口
（
拠
点
）
と

し
て
活
性
化
す
る
た

め「
シ
ン
・
十
文
字
拠

点
基
本
構
想
」を
本
年

３
月
に
策
定
し
た
。

　
「
事
業
対
象
地
は
統

廃
合
さ
れ
た
旧
十
文

字
第
一
小
学
校
跡
や

旧
十
文
字
文
化
セ
ン

タ
ー
跡
を
含
む
エ
リ
ア
で
、
こ
こ
に
新
た
な
ま
ち
の

顔
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
と
し
て
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
す
が
『
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
基
本
構

想
』の
シ
ン
に
は『
新
』『
芯
』『
進
』の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
十
文
字
地
域
が
横
手
市
の
新
し
い
中
心
軸
、
時

代
的
な
逆
風
に
も
め
げ
ず
進
化
す
る
横
手
市
の
南
の

拠
点
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」（
髙
橋

市
長
）

　

出
口
の
見
え
な
い
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
も

ひ
る
ま
ず
、
地
域
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
を
芯
に
据

え
、
豊
か
な
発
想
力
と
実
行
力
で
挑
ん
で
、
新
た

な
価
値
（
に
ぎ
わ
い
）
を
近
未
来
に
付
加
し
よ
う
と

す
る
横
手
市
の
ま
ち
づ
く
り
。
今
後
の
推
移
を
、

大
い
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
＝
令
和
８
年
７
月
28
・
29
日
）

重伝建選定の「増田の町並み」。主屋の背後に土蔵を建て、周囲を上屋建物で
覆う内蔵は雪国特有の形式で「増田の町並み」の特徴の一つでもある

「シン・十文字拠点基本構想」事業予定地周辺では老朽公共施設の更新工事が
既に進行中（旧十文字西中学校を利用した十文字西スポーツセンター）
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